
R
�

医療用具承認番号：20800BZZ00230000

ー
ズ
の
把
握
と
職
場
改
善
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
や

考
え
方
を
報
告
し
、
今
後
の
産
業

保
健
の
課
題
や
対
応
策
な
ど
に
つ

い
て
熱
心
な
討
議
を
行
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
特
別
講
演
で
は
、

Jorm
a
R
antanen

国
際
労
働

衛
生
会
議
理
事
長
が
講
演
を
行

い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
産
業

保
健
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
す
る

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
大
久
保
利
晃
産
業
医
科

大
学
学
長
は
「
産
業
保
健
サ
ー
ビ

学
教
授
）
が
企
画
さ
れ
、
井
谷
教

授
が
「
雇
用
・
労
働
形
態
の
多
様

化
と
産
業
保
健
活
動
」に
つ
い
て
、

加
藤
隆
康
氏
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

が
「
労
働
力
の
高
齢
化
と
産
業
保

健
活
動
」
に
つ
い

て
、
埋
忠
洋
一
氏

（
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）

が
「
職
域
保
健
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
と

対
応
策
」
に
つ
い

て
、
武
田
繁
夫
氏

（
三
菱
化
学
）
が

「
裁
量
労
働
者
へ

の
産
業
保
健
サ
ー

ビ
ス
」に
つ
い
て
、

酒
井
一
博
氏
（
労

働
科
学
研
究
所
）

が
「
職
域
保
健
ニ

表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
メ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、「
多
様
化
す
る
職
域

保
健
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」（
座
長

井
谷
徹
教
授
、
河
野
啓
子
東
海
大

今
回
の
学
会
で
は
、
６
題
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、３
題
の
特
別
講
演
、

４
題
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
31
題
の
特

別
報
告
の
他
、
１
７
７
題
の
一
般

口
演
や
３
５
７
題
の
ポ
ス
タ
ー
発

わ
が
国
の
糖
尿
病
の
患
者
数

は
、
生
活
習
慣
や
社
会
環
境
の
変

化
に
と
も
な
っ
て
激
増
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
糖
尿

病
は
健
康
日
本
21
の
重
点
項
目
の

１
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
発

症
の
予
防
、
早
期
発
見
と
検
診
後

の
保
健
指
導
の
徹
底
、
合
併
症
の

予
防
な
ど
の
取
り
組
み
が
急
務
と

さ
れ
て
い
る
。

本
会
で
は
、
か
ね
て
よ
り
糖
尿

病
関
連
の
検
査
や
事
後
指
導
を
行

っ
て
き
て
い
る
が
、
検
査
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
、
こ
の
ほ

ど
最
新
鋭
の
血
液
生
化
学
自
動
分

析
装
置
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
‐
Ｂ
Ｍ
９
０
３

０
、
日
本
電
子
製
＝
写
真
）
を
導

入
し
、
設
置
し
た
。

東
京
産
婦
人
科
医
会
の
有
志
メ

ン
バ
ー
と
日
本
家
族
計
画
協
会
、

本
会
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
る

東
京
思
春
期
保
健
研
究
会
（
本
多

洋
会
長
）
の
平
成
16
年
度
総
会
が

4
月
24
日
、
東
京
・
四
谷
で
開

か
れ
、
前
年
度
の
事
業
報
告
や
今

年
度
の
事
業
計
画
、
研
究
会
の
今

後
の
あ
り
方
な
ど
が
話
し
合
わ
れ

た
。総

会
に
続
い
て
研
修
会
が
開
か

れ
、
北
村
邦
夫
日
本
家
族
計
画
協

会
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
が
「
性
教
育

の
新
し
い
課
題
―
親
と
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
テ
ー
マ
で
、

赤
枝
恒
雄
赤
枝
六
本
木
診
療
所
院

長
が
「
子
宮
が
ん
検
診
を
20
歳
か

ら
―
そ
の
背
景
を
読
み
解
く
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。

こ
の
う
ち
赤
枝
院
長
は
、
子
宮

頚
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
背
景
に
あ
る
の
は
、

子
宮
頚
が
ん
発
症
に
関
係
し
て
い

る
と
さ
れ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
若
年
層
で
の
急
増

問
題
で
あ
る
と
述
べ
、
思
春
期
の

性
の
問
題
や
性
教
育
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
べ
き
か
な
ど
が
示
さ

れ
た
（
関
連
記
事
１
面
か
ら
３

面
）。
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こ
の
装
置
は
、
糖
尿
病
の
検
診

に
欠
か
せ
な
い
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
や
グ
ル
コ
ー
ス
な
ど
の
血
液

生
化
学
検
査
を
自
動
で
分
析
す
る

も
の
で
あ
る
。
従
来
の
装
置
で
必

要
だ
っ
た
前
処
理
操
作
が
不
要
と

な
っ
た
こ
と
や
、
処
理
能
力
を
落

と
さ
ず
に
、
１
つ
の
採
血
管
か
ら

血
球
成
分
と
血
漿
成
分
を
同
時
分

析
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
特

徴
で
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
に

つ
い
て
は
、
毎
時
１
２
０
０
検
体

の
高
速
処
理
が
可
能
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
従
来
に
比
べ
て
検
査

時
間
が
短
縮
さ
れ
、
よ
り
効
率
的

な
自
動
分
析
が
可
能
と
な
っ
た
。

本
会
で
は
、
こ
の
装
置
の
導
入

に
あ
わ
せ
て
、
血
液
生
化
学
科
の

全
面
改
修
を
行
い
、
検
診
体
制
を

拡
充
し
た
。
同
科
の
関
係
ス
タ
ッ

フ
は
「
ユ
ー
ザ
ー
の
健
康
づ
く
り

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
精
度
管
理
や
迅
速
処
理
を

徹
底
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

ス
の
あ
り
方
と
専
門
職
の
育
成
」

と
題
し
て
、
多
様
化
す
る
産
業
保

健
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

産
業
保
健
専
門
職
の
育
成
に
つ
い

て
、
そ
の
方
法
論
や
将
来
展
望
な

ど
、
最
新
の
知
見
に
基
づ
い
た
講

演
を
行
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
健
康

職
場
―
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
１
次

予
防
」（
座
長
・
栗
岡
住
子
住
友

金
属
工
業
保
健
師
、
小
林
章
雄
愛

知
医
科
大
学
教
授
）
と
題
し
て
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
変
貌
す
る
労
働
環
境
下
で
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
精
神
科

医
か
ら
見
た
職
場
組
織
と
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
課
題
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
お
け
る
産
業
保
健
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
、
産
業
保
健
担
当
者

と
企
業
と
の
相
互
協
力
の
あ
り
方

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、

石
川
俊
次
氏
（
ソ
ニ
ー
健
康
開
発

セ
ン
タ
ー
）
が
関
東
産
業
健
康
管

理
研
究
会
で
の
成
果
を
ま
と
め
て

「
生
活
習
慣
病
と
作
業
関
連
疾
患

の
接
点
に
関
す
る
議
論
」
を
発
表

し
、
本
会
の
三
輪
　
一
総
合
健
診

部
長
も
共
同
発
表
を
行
っ
た
（
写

真
上
）。
ま
た
、
本
会
の
Ｖ
Ｄ
Ｔ

健
診
の
問
診
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

阿
部
眞
雄
東
海
大
学
教
授
が
「
ゆ

と
り
」
と
ス
ト
レ
ス
症
状
の
関
連

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
を

「
仕
事
の
快
適
化
に
寄
与
す
る

『
ゆ
と
り
』
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

可
能
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発

表
し
（
写
真
下
）、
本
会
の
森
恵

美
子
健
康
運
動
指
導
士
も
共
同
発

表
し
た
。

な
お
、
メ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
多
様
化
す
る
職
域
保
健
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
は
、
後
日

掲
載
の
予
定
。

第
１
９
６
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
７
月
14
日
（
水
）
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
、
東
京
・
永
田
町

の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
健
康
診
断
―
８
月

か
ら
は
、
こ
う
変
わ
る
―
」
を
テ

ー
マ
に
、
吉
田
勝
美
聖
マ
リ
ア
ン

ナ
医
科
大
学
教
授
が
講
演
す
る
。

司
会
は
、
江
　
良
晴
み
ず
ほ
銀
行

大
手
町
健
康
開
発
セ
ン
タ
ー
所

長
。会

場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、
地

下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会
議

事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂
見

附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内
の

と
こ
ろ
。

当
日
会
場
受
付
で
参
加
費
２
０

０
０
円
を
支
払
え
ば
ど
な
た
で
も

入
場
で
き
ま
す
。
定
員
先
着
４
０

０
名
。

●
韓
国
健
康
管
理
協
会
研
修
団
が

本
会
を
訪
問
・
研
修

本
会
と
長
年
に
わ
た
り
交
流
を

続
け
て
い
る
韓
国
健
康
管
理
協
会

の
研
修
団
一
行
12
名
が
4
月
19
日

か
ら
24
日
ま
で
訪
日
し
た
。
一
行

は
4
月
20
日
、
本
会
を
訪
れ
、
施

設
お
よ
び
各
事
業
を
見
学
し
た
。

ま
た
、
４
月
23
日
に
は
同
会
の

金
相
仁
会
長
と
金
用
燮
情
報
資
料

課
主
任
が
、
本
会
の
情
報
処
理
課

を
訪
れ
、
見
学
し
た
。

●
中
国
安
徽
省
地
域
保
健
・
地
域

検
診
活
動
セ
ミ
ナ
ー
研
修
団
一
行

が
本
会
を
視
察
・
研
修

家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
（
ジ

ョ
イ
セ
フ
）
で
は
、
５
月
６
日
か

ら
23
日
の
18
日
間
、
日
本
の
地
域

保
健
活
動
の
視
察
研
修
を
目
的
と

し
た
中
国
安
徽
省
地
域
保
健
・
地

域
検
診
活
動
セ
ミ
ナ
ー
研
修
団

10
名
を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
一

行
が
５
月
13
日
、14
日
の
２
日
間
、

本
会
を
訪
れ
、
本
会
の
事
業
を
研

修
し
、
施
設
を
見
学
し
た
。

●
産
業
医
科
大
学
学
生
の
現
場
実

習
を
受
け
入
れ

本
会
で
は
、
毎
年
産
業
医
科
大

学
の
学
生
の
現
場
実
習
を
受
け
入

れ
、
産
業
保
健
活
動
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
つ
い
て
、
そ
の
実
際
を

研
修
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
今

年
は
３
名
の
学
生
が
５
月
10
日
か

ら
14
日
ま
で
の
５
日
間
、
本
会
で

実
習
を
受
け
た
。

企
業
の
経
営
形
態
や
就
労
状

況
の
変
化
に
と
も
な
い
、
職
域

に
お
け
る
保
健
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
こ

の
た
め
、
産
業
保
健
の
現
場
で

は
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
取
り

組
み
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
４

月
13
日
か
ら
16
日
の
４
日
間
に

わ
た
っ
て
、
名
古
屋
市
の
名
古

屋
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
た
第

77
回
日
本
産
業
衛
生
学
会
総
会

（
企
画
運
営
委
員
長
　
井
谷
徹

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
教

授
）
で
は
、「
多
様
化
す
る
職

域
保
健
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
多
数
の
講

演
や
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
が
催
さ
れ
た
。
学
会
に
は
約

２
３
０
０
人
が
参
加
し
、
働
く

人
た
ち
の
疾
病
予
防
や
健
康
づ

く
り
の
あ
り
方
、
今
後
の
展
望

や
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発

な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

第
１
９
６
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

こ
れ
か
ら
の
健
康
診
断

８
月
か
ら
は
、こ
う
変
わ
る

７
月
14
日（
水
）午
後
２
時
〜
４
時

東
京
・
永
田
町
「
星
陵
会
館
」


